
 

 マッパーの皆さまへ 
 

 新年度がはじまり、皆さま忙しくお過ごしのことと思います。 

DCMも2011年に第7版から第8版に移行し、2013年3月現在、マッパー数は全国で

800名を越えました。昨年度は、沖縄、九州、中国四国、関西、東海、東日本の各地区

で、世話人の皆さまのご尽力により、交流会活動がさらに前進した年であったと思いま

す。お試しマッピングやフルマッピング、勉強会、事例検討会など、地道に進めて頂い

ており、とりわけ自施設でDCM導入を目指しておられるマッパーの方達にとって、大き

な後押しになったことと思います。 

 東日本大震災から2年が経ち、来たる7月13日には東北地区で初めて交流会（8版伝達

勉強会）が開催される予定です。震災の影響でバージョンアップに参加できなかった方

や、地域のマッパーとつながりたい方など、ぜひふるってご参加ください。 

 より活動、参加し易い交流会の環境づくりに向けても、水野裕先生をはじめ講師、大

府センターで検討しているところです。マッパーの皆さまには、ぜひ様々なご意見やア

イデアを発信していただき、やりたいことをいっしょに実現していける交流会になって

いくことを願っています。 

 また皆様にお会いできる機会を楽しみにしております． 

                   

 DCM講師 村田 康子 

（NPOその人を中心とした認知症ケアを考える会） 

DCMマッパー通信 4月号 

～平成24年度の活動報告と25年度の予定～ 



 東日本交流会では、年度はじめに世話人が集まり、お試しマッピングにご協力頂ける施設と調整

をする担当を決めたり、勉強会の予定を決めたりして取り組んでいます。  

 その計画に基づいて2012年度は以下のような活動を行いました。 

お試し(短時間)マッピング : 3回 

フルマッピング〜フィードバック : 2回 

パーソン・センタード・ケア入門コース : 1回 

フォローアップ事例検討会 : 1回、学習会・勉強会 : 2回  

 東日本地区は範囲が広く、参加が難しい地区の方もいらっしゃると思いますので、なるべく偏ら

ないよう色々な地区で交流会を開催し、できるだけ多くの皆さまに参加頂けるよう工夫をしながら

企画したいと思っています。 

 平成２５年度の予定はまだ決まっておりませんが、前年同

様の開催を続けて参りたいと思っています。 

 DCM東日本交流会の活動については、MLでもご案内させ

て頂きますが、ホームページをご覧下さい 

(決まり次第，更新をいたします)。 

東日本交流会東日本交流会東日本交流会    

平成25年度について 

DCM実践報告＆フォローアップ研修について 

 2月23日に開催したDCM実践報告&フォローアップ事例検討

会には、30名を超える方にご参加を頂き有り難うございまし

た。第１部 DCM実践報告会では、小松さん・前川さん(特別養

護老人ホーム吹上苑)、猪狩さん(聖隷福祉事業団松戸ニッセイエ

デンの園)、若王子さん(株式会社ビアン グループホームもえ

ぎ)よりそれぞれ自施設にDCMを導入された経験についてご報告

頂きました。第２部 事例検討は、昨年より好評のワールドカ

フェ方式で、PD・PEについて参加者同士で相談しながら考えを

深めることができました。事例を提供下さった磯岡さん、伊藤

さん(ロールプレイも熱演でした)有り難うございました。 

セミナーの様子 

参加頂いた皆様 

http://www.silver-soken.com/dcm-mappers-club/

   世話人 内田達二さん 



 沖縄地区では、昨年10月8日マッパー交流会を開催し、その席で、新しくユーザー資格

を取得したマッパーから「DCMを実践したいが、方法が分からないので、経験者と一緒に

マッピングさせて欲しい」との声が挙がりました。 

 そこで3名の新人マッパーと仲本さんと大田が各々ペアを組み、勉強会～ブリーフィング

～お試しとフルマッピング～フィードバック～サマリー作成までを実践しました。皆厳しい

スケジュールの中頑張り、早速一人の方の病院でDCMが実践され、今後も法人として継続

する予定という嬉しい結果となりました。 

沖縄地区マッパー連絡会沖縄地区マッパー連絡会沖縄地区マッパー連絡会   

 今年2月23日には東日本交流会の村田康子さんと内田達二さんを招聘し、“県内マッ

パーフォローアップ研修”を開催し15名が参加しました。 

 「DCMの現状と課題について」「実践報告2題」「事例検討：PE・PDの捉え方と伝え

方」について学び、大変有意義な研修となり、終了後の懇親会も大いに盛り上がりまし

た。次年度もDCMの実践と研修会、交流会を開催したいと思います。 

県内マッパーフォローアップ研修について 

 世話人 大田友子さん 



 平成２４年度のマッパー交流会は、大きなエリアを中国ブロックと四国ブロックの２会

場に分けて実施しました。 

 四国ブロックでは、世話人の伊瀬さんの勤務地である西香川病院内にて「NPOその人を

中心とした認知症ケアを考える会」の村田先生を講師に9/28は勉強会を行い、10/27に

はお試しマッピングを2チームに分かれて実施しました。 

 中国ブロックでは世話人の永田・中嶋の所属する社会福祉法人こうほうえん（鳥取県・

米子）にて浜松医科大学の鈴木みずえ先生とシルバー総研の桑野先生を講師に迎え、北は

北海道、南は佐賀県からの参加者も含め総勢２０名で、3/10“ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞの実践・研究につ

いて”“ｻﾏﾘｰ作成・ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸのﾎﾟｲﾝﾄ”を学び、3/11・12は幸朋苑内の特養・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰ

ﾑに４チームに分かれてのﾌﾙﾏｯﾋﾟﾝｸﾞを実施しました。 

中国四国地区交流会中国四国地区交流会中国四国地区交流会    

平成24年度の活動報告   世話人 中嶋健児さん 

9/28 西香川病院にて 

3/12 社会福祉法人こうほうえんにて 



  

9/27 村田先生に来ていただき、「ＰＣＣとＤＣＭについて」の講演を、当院の職員対

象に実施していただきました。 

 

9/28 四国で初めてのマッパー交流会を行うことができました。８版の勉強と今後の活

動について話し合いました。 

 

10/27 村田先生・こうほうえんの中嶋さんの指導のもと、西香川病院において、「お

試しマッピング」を実施することができました。 

 

11/22 村田先生の「ＰＣＣとＤＣＭについて」の講演を、9/27に参加できなかった職

員を対象に行っていただきました。 

 

2/16 東日本交流会・フォローアップセミナー（世話人連絡準備会）に参加して、他の

地域の世話人の方から、のんびりしている私は刺激を受けました。フィードバックの練習

をさせていただき、（みなさんじょうずだな）と関心致しました。参加の直前まで、畑を

優先か・交流会に参加すべきかで迷っていましたが、何とかそれまでに、ジャガイモの植

え付けを済ませることができました。 

 

3/10～ 米子こうほうえんでの第三回中四国マッパー交流会には、それまでにアメリカ

芋の床伏せを済ませて余裕を持って参加することができました。こうほうえんでのマッピ

ングは２回目でしたが、法人全体でマッパーを育てていただいていると感じさせられまし

た。１回目のマッピングでは５分枠での行動の分析に戸惑うことが多く、今回は去年より

少しマシになったと自分ながら思いました。雪の大山も良かったです。こうほうえんの

マッピング、また参加したいです。 

 

平成２５年度も中国四国エリアを２会場に分けて交流会を行う予定としています。 

 平成25年8月23日～8月25日  

  西香川病院（香川県）において初めてのフルマッピングとフィードバックを予定してい 

  ます。 

  8月23日 勉強会・懇親会 

  8月24日 マッピング・データ分析 

  8月25日 サマリー作成・フィードバック・今後に向けての話し合い 

 平成26年3月(３日間) 社会福祉法人こうほうえん（鳥取県）にて予定   

平成25年度の活動予定 

  世話人 伊瀬まゆみさん 平成24年度の活動報告 



 DCM関西交流会の世話人に成り行きで任命され、気がつけば活動報告まですることになりまし

た、奈良県にあります和里（にこり）の吉川です。本年度は、同じく世話人である藤さん、坂本さ

んはじめ、諸先生のご指導と熱意あるマッパーの皆さま、またDCM実践のために3法人の入居者・

利用者・ご家族の皆さまなどにご協力を頂けたことにより、次の活動となりました。ご協力ありが

とうございました。 

 DCM8版伝達勉強会と懇親会（H24/4）は、20名の参加となりました。 

 マッピング（H24/7～H25/3）は、3法人で11回、延べ96名（実人数24名）の参加となりま

した。 

 メーリングリストによるWebアンケートは、回収率58/341（17%）となりました。DCMの

展開を「すべて一連で行ったことがある」は、37.7%でした。一方、「いずれも行ったことがな

い」は、35.8%という結果もありました。 

 DCM関西交流会では、微力ながら、参加者の可能性を引き出すことと、次年度に向けた体制づ

くりを意識してまいりました。平成25年度もよろしくお願いいたします。 

 懇親会、勉強会、各府県でのマッピングなどを企画していきたいと思っています。 

平成25年度上期の予定（平成25年3月25日現在）は、次のとおりです。ご多忙とは存じますが、

ぜひご参加ください。 

DCM関西交流会のホームページ(http://www.nicori.or.jp/dcm_index.html) をご確認ください。 

DCMDCMDCM関西交流会関西交流会関西交流会      世話人 吉川聡史さん 

おためしマッピング 

H25.4.12（金） 和里（にこり） ／ 奈良 ／ ＜若干名＞ ／ ＜受付中＞ 

H25.5.18（土） 和里（にこり） ／ 奈良 ／ ＜若干名＞ ／ ＜受付中＞ 

H25.6.7（金） 和里（にこり） ／ 奈良 ／ ＜若干名＞ ／ お待ちください 

H25.7.13（土） 和里（にこり） ／ 奈良 ／ ＜若干名＞ ／ お待ちください 

H25.8.8（木） 和里（にこり） ／ 奈良 ／ ＜若干名＞ ／ お待ちください 

H25.9.14（土） 和里（にこり） ／ 奈良 ／ ＜若干名＞ ／ お待ちください 

フルマッピング 

H25.4.27-28/土日 和里（にこり） ／ 奈良 ／ ＜若干名＞ ／ ＜受付中＞ 

H25.6.22-23/土日 和里（にこり） ／ 奈良 ／ ＜若干名＞ ／ ＜受付中＞ 

H25.8.24-25/土日 和里（にこり） ／ 奈良 ／ ＜若干名＞ ／ お待ちください 

平成25年度の活動予定 



平成25年度の研修開催予定 
 

基礎コース開催予定 

 ＊研修開催日の3か月前に、申込先ホームページにて募集を開始します。 

 

平成25年度上級ｺｰｽ開催について 

 秋ごろに上級ｺｰｽの開催を予定しています。 

 受講するためには、5名以上6時間程度のマッピング経験（8版）やブリーフィング・フィード   

 バックの経験が必要となります。 

  受講を希望される方は、マッピング経験を積まれておくことをお勧めします。 

平成24年度の活動について 

平成24年は、基礎コースを5回（東京2回、大府2回、熊本1回）開催しました。 

新マッパー155名が誕生しました。現在のマッパー総数は、821名となりました。 

 そのほかに、名古屋で「8版のミニ勉強会」を開催しました。 

 また、一般の方やマッパーへの情報発信の場として、DCMのホームページ開設に向け準備して

きました。平成25年度の4月上旬に開設予定です。同封のチラシをご覧ください。 

今後のマッパー通信は、ホームページで配信予定となります。年２回を目指して、皆様にさまざま

な情報をお届けできればと考えています。（DCM推進室 本田恵子） 

認知症介護研究・研修大府センター 

 場所 研修期間 申込期間 申込先 

第一回 大府 
平成25年5月16日～ 

5月18日 
終了しました 

認知所介護研究・ 

研修大府センター 

第二回 東京 
平成25年6月20日～ 

6月22日 
終了しました 

NPOシルバー 

総合研究所 

第三回 大府 
平成25年 

10月24日～10月26日 

7月24日（水） 

～7月30日（火） 

認知症介護研究・ 

研修大府センター 

第四回 東京 
平成26年 

1月23日～1月25日 

10月23日（水） 

～10月29日（火） 

NPOシルバー 

総合研究所 



   DCMマッパー通信（２０１３年４月 発行） 

   編集・発行 認知症介護研究・研修大府センター DCM推進室 

   〒474-0037 愛知県大府市半月町三丁目294番地  

   TEL：0562-44-5551 FAX：0562-44-5831 

   E-MAIL：j imubu.o-dcrc@dcnet .gr . jp   

   大府センターホームページ URL:http://www.dcnet.gr.jp/（DCnet） 

   DCMホームページ：URL:http://www.dcm-obu.jp 

 

大府センターからのお願い 

住所や勤務先など変更等について、お知らせください。 

 転居・転勤・ご結婚など、住所・勤務先・氏名などの変更がありました

ら、同封の「変更届用紙」に記入いただきFAXでお送りいただくか、メール

（jimubu.o-dcrc@dcnet.gr.jp） で変更内容をお知らせください。 

 

DCMを活用または関連した研究活動を行っている方は、大府センターまでお

知らせください。  

 DCMを活用した研究活動をされている方は、研究内容などをメールでお知

らせください。標題に「DCM研究活動について」と入力いただき、研究者

名、研究内容、発表または投稿先などをお知らせください。 


